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スマートフォン用

何気ない日常から疑問を見つけ、

予想を立て調べることで問題解決能力がつきます！

図書館で説明会、相談会をやります！
説明会：７月２２日（日） 午前１０：３０～１２：００

相談会：８月１９日（日） 午前１０：３０～１２：００
◎ その他の日もご質問などにお答えします！



『映画会』※ 第3土曜日

日時：7月21日（土）

午後２時～２時３０分

対象：3歳児以上

内容：「1人ぼっちの狼と

７ひきの子やぎ」

『赤ちゃんといっしょのおはなし会』 ※ 第3火曜日
日時：7月17日（火）
１部：午前１０時３０分～１１時、２部：午前１１時３０分～１２時
対象：０～２歳児及び保護者 （定員）各部10組
内容：手あそびうた、わらべうた、赤ちゃんえほんのよみきかせ♪

茂原市立図書館

定例行事のご案内

『ショート託児サービス』※第１・２・４火曜日

日時：7月3日(火)、10日(火) 、24日（火）

※31日（火）は第５週のため、ショート託児サービスはお休みです。

午前１０時～午後２時(受付は午後１時３０分まで)

対象：図書館カードをお持ちの方のお子様で、生後６ヵ月～未就学児

内容：小さいお子様のいる保護者に、ゆっくり本選びと読書を

楽しんでもらうサービスです。保育士がお子様をお預かりします。

株式会社 図書館流通センターhttps://ilisod001.apsel.jp/mobara/sp

『おはなし会』※ 第１・２・４土曜日

日時：7月7日(土)、14日(土)、２8日(土)

午後２時～２時３０分

対象：３歳児以上

内容：絵本の読み聞かせ、紙芝居など



～編集後記～

梅雨が明けました。暑い日が続き体調をくずしている人もいるかもしれません。

第64回七夕まつりが7/27(金)～7/29(日)に開催されます。

楽しく過ごすためにも、熱中症等に気をつけましょう。（く）

茂原市立図書館では視覚障害や加齢によって文字が読みづら

い方に向けた資料をご用意しています。

■大活字本
通常の図書に比べて文字が大きく書かれています。図書の

背に貼られているラベルの「FD」が目印です。１８９冊所蔵してい

ます。（平成30年6月末時点）

■マルチメディアDAISY
活字を読むことが困難な人のために作られたデジタル録音

図書です。DVD棚の下段に並んでいます。館内に再生用のノー

トPCも用意していますので、ご利用の際はスタッフまでお声かけ

ください。

障害者サービスについて



遺贈寄付

遺産を、公益法人や学校など役立てたい先に寄付する「遺贈寄付」。実際に

遺贈寄付をした人、「そのとき」に備えて準備している人たちのエピソードを紹

介するほか、遺贈寄付に関係する法律や税金、信託制度について解説する。

３２４ 星野哲∥著 幻冬舎

かえるくんのおさんぽ

かえるくんはボールを持って散歩にでかけます。でも、空を見ながら歩いて

いたので、ボールを落としてしまいました。かえるくんはボールをおいかけます

が、ボールは川のむこうの穴の中へ入ってしまい…。

E きもと ももこ∥さく 福音館書店
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ぼくらの七日間戦争

夏休みを前にした1学期の終業式の日、東京下町にある中学校の1年2組の男子生

徒全員が姿を消した。彼らは河川敷の廃工場に立てこもり、大人たちへの「叛乱」を

起こしたのだ…。7日間に及ぶ大人たちとの大戦争を描く。

９１３ ソー１ 宗田理∥作 ポプラ社

石井桃子

子どもたちに、本を読む喜びをあたえるために努力しつづけていた石井桃子。翻訳

家として、作家として、編集者として、いつも本に向き合っていた石井桃子の人生と、

彼女をとりまく人びとを紹介します

910 タ 竹井美紀∥文 立花まこと∥画 あかね書房

司書のお仕事

味岡市立図書館に、新人司書として採用された稲嶺双葉。そこで待っていたお仕事

とは? 蔵書目録の作成、本の受け入れ作業、イベント企画など、「司書のお仕事」の

内容をストーリー形式でわかりやすく紹介。

０１３ 大橋崇行∥著 小曽川真貴∥監修 勉誠出版

未来

ある日、10才の章子に突然届いた一通の手紙。送り主は未来の自分、30才

の章子だという。信じている間は、本物の未来からの手紙。章子はその夜、返

事を書き…。書き下ろし長編ミステリー。

ミナト 湊かなえ∥著 双葉社

https://www.akaneshobo.co.jp/search/info.php?isbn=9784251046130
https://www.akaneshobo.co.jp/search/info.php?isbn=9784251046130

